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オンチップ核移植に関する研究

－その１：磁気駆動マイクロリムーバによる卵子透明帯除去－

卵子の透明帯を連続的に剥き取るには？

1. Background 従来の
透明帯除去方法

クローニングのためのオンチップ
卵子自動操作プロトコル(Arai et al., 2005)

① 透明帯除去 ② 除核・ソーティング ③ カップリング ④ 融合

透明帯卵子 スキル依存・非効率的廃棄
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2. Basic Concept
作製したチップとマイクロリムーバ

オンチップ2自由度
マイクロリムーバ

3. Experiments3. Experiments
計測・制御システム
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・酵素処理
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(0.5% of PBS, 1分)
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磁石の位置制御・
リムーバの位置計測
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・Y方向最大: 0.55 mm
（卵子押しつけ）

・X方向最大: 0.15 mm
（卵子回転）
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透明帯を除去することに成功

この結果より
マイクロリムーバの軌道を設計

（卵子回転）
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